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A． 研究目的 
本研究では、「情報から始まるがん相談支援」をテ

ーマとした研修（以下、情報支援研修とする）の地域

展開に向けた準備の過程や運営方法等について、地

域実施施設側から検討することを目的とした。 
 

B．研究方法 

 R3年度は、情報支援研修の地域展開に向けたトラ

イアルとして3県合同（栃木・和歌山・四国/4県含む）

でオンライン開催することとした。研修開催に際し、

本研究班の研究協力者（3名）が各県の担当として調

整役を担い、地域の担当者や受講者への連絡・確認等

の事務手続きを行うこととした。この各県での準備

状況について、本研究班のメンバーでの意見交換と
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することを目的とした。R3年度は、情報支援研修の地域展開に向けた3県合同でのオンラ

イン研修をトライアルとして開催することとし、各県の担当者（調整役）を通じて、研修

実施に際する必要事項や実施に向けた留意点等のポイントの抽出を行った。 
地域での研修開催準備には、研修開催の周知および周知方法、参加者のリクルートと参

加者の要件、研修実施のサポーターとしてのファシリテーターのリクルートとリクルート

方法などがあげられた。 
本検討により、情報支援研修を地域展開する上での地域実施施設側からの課題が示さ

れ、その内容に準じて募集要件などについて検討することができた。各県の状況と実施可

能性の観点からの摺り合わせは、受講地域によって異ならない研修プログラム運用には欠

かせないと考えられた。また質の均てん化の観点から、今後さらに、情報支援研修の地域

展開に向けた地域実施施設側へのサポートのあり方ついて検討する必要があると考えられ

た。 



打ち合わせ会議で共有し、必要事項や改善点などに

ついて議論した。 
 
 
（倫理面への配慮） 
 本研究は、患者さんの個人情報などを扱う内容で

はなく、特記すべき事項なし。 
 
C．研究結果 
＜情報支援研修の地域展開に向けた準備＞ 
 
１．情報支援研修開催の周知について 
 各県共に、相談支援部会の研修担当者やコアメン

バーを通じて、研修内容や日程について周知を図り

トライアル研修参加の意向を確認し、承認を得てい

た。 
 
２．参加者のリクルートについて 
 他の研修（指導者研修）参加予定者を除く等の対応

をした後、参加者を選定し各県10～20名程の参加者

が見込まれた。 
 しかしながら、参加者をリクルートする際の課題

として、受講条件を詳細に設定すること、研修開催日

を平日にすることにより、本研修の対象者の選定が

困難となることが、地域実施施設側の担当者より指

摘された。そのため、研修参加者は以下の要件を満た

す方を対象とすることとした。 
 
■ 研修参加者の要件 
１）下記日程の研修（2日間のプログラム）に参加で 
きる方 

1日目：2021年8月31日（火）13:00～17:00 
2日目：2021年10月9日（土）13:00～17:30 
テーマ：情報から始まるがん相談支援 
定員：30名程度 

 
２）所属施設が栃木県・和歌山県・四国4県（香川県・ 
愛媛県・徳島県・高知県）にある方 
 
３）オンライン研修参加のための安定した通信環境 
集中して受講できる静かな個室等の環境を準備でき 
る方 
 
４）相談員基礎研修（3）および相談対応の質保証に

関する研修（QA研修）を修了している方が望ましい。 
 
５）過去に同内容の研修を受講していても応募は可

能とする。なお、受講者5～6名に対し1名の割合での

ファシリテーター確保を各県（またはブロック）にお

願いする。そのため、過去受講歴がある方の場合は特

に、ファシリテーターとしてのご参加をお願いさせ

ていただく可能性がある。 
 
３．ファシリテーターのリクルートについて 
 前述の通り、演習のグループディスカッションに

おけるファシリテーターはグループメンバー5～6名
に対し1名が配置されるよう、各県から選出すること

とした。 
しかしながら、ファシリテーターをリクルートす

る際の課題として、研修内容が不明のままではファ

シリテーターをすることに不安であるとの意見があ

ることが、地域実施施設側の担当者より報告された。

そのため、研修参加者へは研修の位置づけと研修内

容を示すこととした。 
 
■ 研修の位置づけ・研修内容 
１）研修の位置づけ 
主催：厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合

研究事業）「がん患者の個々のニーズに応じた質の高

い相談支援の提供に資する研究（20EA1015）」（研

究代表者：高山智子）研究班 
共催：国立がん研究センターがん対策情報センター 
 
・研究の一環として実施する研修であるため、参加費

用は無料とする。 
・本研修は「国立がん研究センター認定がん専門相談

員国立がん研究センター公式サイトへのリンク」

の認定申請の際、III群の単位（2単位分）として使

用することができる。（新規申請、更新申請共に使

用可能）また、更新申請の際は、II群の単位として

も使用可。 
 
２）研修内容 
研修の主なプログラムは、がん対策情報センター

主催の情報支援研修に準じるが、より多くの相談員

が参加できるよう、医師向けの診療ガイドラインは

使用せず、「がん情報サービス」や「患者向けガイド

ライン」を活用した医学情報の提供および意思決定

支援を目指す演習を予定する。 
 
４．研修参加者の募集について 
 研修参加者の募集は、地域実施施設側の担当者が

行い、必要事項を取りまとめた上で、研究担当者へ提

出する方式とした。また、募集要項は国立がん研究セ



ンターがん情報サービスのHP上で限定公開し、各県

の担当者および研究事務局の連絡先を示すこととし

た。 
 
D．考察 
本研究班での検討により、情報支援研修を地域展

開する上での地域実施施設側からの課題が示され、

その内容に準じて募集要件などについて検討するこ

とができた。 
今後も、情報支援研修の3県合同オンライン開催に

向けた準備を進め、実際に研修を開催した上での各

県での取り組み内容を明らかにすることで、情報支

援研修の地域展開に向けた地域実施施設側へのサポ

ートのあり方ついて検討する方針である。 
 

E．結論 
 情報支援研修を地域展開する上での地域実施施設

側からの課題が示され、その内容に準じて募集要件

などについて検討することができた。 
 
F．健康危険情報 特になし 
 
G．研究発表 
 

1． 論文発表 なし 
 

2． 学会発表 なし 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

H．知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得 2. 実用新案登録 3. その他 

 なし 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 


